
多

芸

輪

中

に

お

け

る

新

田

集

落

の

成

立

と

消

滅

l
l
輪
頂
部
の
大
跡
・
大
跡
新
田
を
め
ぐ
っ
て

l
l

西

脇

健

治

郎

は
じ
め
に

た
び
た
び
の
水
害
で
、

輪
中
は
多
く
の
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
輪
中

の
問
題
は
、

そ
の
意
味
で
全
国
的
左
テ

1
マ
と
い
え
る
。
輪
中
の
問
題
の
本
質

K
ふ
れ
る
場
合
、

に
す
る
と
と
が
、
早
や
道
で
あ
り
、

そ
こ
に
起
っ
た
新
田
集
落
の
成
立
と
消
滅
の
経
緯
を
明
ら
か

そ
れ
が
輪
中
の
地
域
性
や
そ
こ
に
潜
ん
で

い
る
先
人
の
生
活
の
知
恵
を
掘
り
起
す
大
切
な
よ
す
が
と
も
左
る
o

そ
こ

K
生
れ
て
生
き
る
私
の
六
十
年
の
体
験
と
現
地
の
聴
取
り

K
取

歴
史
地
理
学
的
、
在
学
び
の
方
向
づ
け
を
試
み
た
い
。

幸

K
、

材
し
て
、

一
、
西
漫
の
輪
中
最
観
と
多
芸
ハ
た
ぎ
)
輪
中
の
地
域
性

(

1

)

輪
中
と
よ
ぶ
治
水
共
同
体

安
藤
満
寿
男
編
著
「
輪
中
ー
そ
の
展
開
と
構
溜
」

K
は
、
輪
中
と
は
「
低
湿

地

K
存
在
す
る
集
落
と
農
地
を
包
含
す
る
囲
堤
を
も
ち
、
水
防
組
織
体
を
造
つ

て
、
外
水
な
よ
び
内
水
を
統
制
す
る
治
水
共
同
体
、

ま
た
は
そ
の
存
在
す
る
範

囲
」
で
あ
る
と
い
い
、
さ
ら

K
分
析
し
て
①
囲
堤
を
持
っ
て
い
る
と
と
、
②
集
落

と
農
地
を
包
含
し
て
い
る
と
と
、
③
水
防
組
合
を
組
織
し
て
水
の
統
制
を
し
て

い
る
と
と
を
特
相
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
o

木
曽
三
川
の
下
流
域

K
は
、
一

O
O
K余
る
ζ

の
よ
う
左
輪
中
名
が
史
書
に

散
見
す
る(2)。

そ
れ

ら
ヵ:
文
明
の
進
歩
K 
つ
れ

て

統
合
・
再
編
さ
れ
、

い
ま
四

O
ほ
ど
が
生
き
生
き
と
動
い
て
い
る
。

と
と
ろ
が
、

十
杷
一
か
ら

げ
に
単
純
化
し
て
論
じ
て
も
意
義
が
う
す
い
。
村

K
は
独
特
の
地
理
性
が
あ
り

「
輪
中
の
水
」
に
対
応
す
る
住
民
の
生
き
方
は
、

歴
史
性
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
順
応
し
、

住
民
福
祉
を

そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
、

実
現
す
る
ほ
か
に
道
は
左
い
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
の
テ

l
マ
と
す
る
大
跡
と
大

n
d
 

跡
新
田
は
、
西
濃
で
も
異
色
の
複
合
輪
中
で
あ
る
多
芸
(
た
ぎ
)
輪
中
の
輪
頂

部
を
し
め
る
。
大
跡
集
落
は
水
団
地
盤
高
な
よ
そ
二

t
一
一
一
メ
ー
ト
ル
。
牧
田
川
・

揖
斐
川
が
築
い
た
自
然
堤
防
上
に
主
部
を
な
き
、
一
品
目
・
今
尾
聞
の
県
道
沿
い

K
拡
っ
て
い
る
集
落
で
あ
る
。
そ
と

K
は、

「
水

K
生
き
る
」
細
い
暗
い
集
団

釣
人
生
行
路
を
、
六

O
世
帯
二

O
O
O人
K
余
る
行
列
が
、
時
代
か
ら
時
代
へ

と
歩
み
つ
い
だ
。

が
、
そ
と
か
ら
出
て
〈
る
。

-12-

ま
ず
多
芸
輪
中
の
水
の
地
域
性
を
、
十
分

K
検
討
す
る
必
要

(

2

)

輪
中
の
特
性
と
住
民
の
対
応

西
濃

K
輪
中
地
形
を
造
り
あ
げ
た
自
然
の
営
力
は
、

あ
り
余
る
雨
水
を
そ
と

に
集
中
的

K
流
し
込
む
仕
組
み

K
ま
で
完
成
し
た
。
し
た
が
っ
て

川
長
い
間
に
そ
の
水
が
堆
積
し
た
い
ま
の
土
壌
は
、
粘
土
性
で
肥
沃
で
は
あ

る
が
、
透
水
性
が
惑
い
の
で
、
地
域
を
ま
す
ま
す
低
温

K
す
る
o

間
輪
中
内
外
の
水
の
動
き
が
、
地
域
内
の
生
産
関
係
・
生
活
関
係
を
制
約
し
、

村
々
が
つ
ね
に
氾
濫
・
冠
水
・
湛
水
左
ど
の
多
様
な
危
険

K
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

「
夏
は
枕
を
高
う
し
て
は
眠
れ
左
い
」
と
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
の
水
害
の

多
く
は
木
曽
三
川
上
流
地
方
の
多
雨
性
と
広
域
防
災
ダ
ム
の
不
足

K
基
づ
〈
。

広
域
的
地
理
関
係
か
ら
の
考
察
が
求
め
ら
れ
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ

防
水
上
、

る。



同
輪
中
で
は
、

水
の
動
き
が
細
か
な
地
形
閣
係
ヘ
地
問
の
一
勾
配
・
池
沼
の
門
ハ
ヴ

布
・
川
幅
と
川
の
屈
曲
・
水
路
の
沼
山
皮
)
r
l

動
h
r
J
P

一
わ
て
な
り
、

F

一
し
↑
乙
↓
一
ア
し
乃

J

f

i

L

 

特
殊
な
風
土
性

K
密
着
し
た
生
活
の
知
恵
が
大
切
と
左

F1

水
田
に
は
堀
田
ゃ
堀
潰
れ
が
多
か
っ
た
し
、

凶
従
っ
て
、

1ロI
)11 

仁ド

Jじ

κ 
!ム

い
遊
水
地
を
も
ち
、
あ
し
・
ま
こ
も
・
怖
左
ど
の
茂
る
最
観
が
目
立
っ
た
り
そ
う

い
う
過
剰
の
水
と
手
を
組
む
た
め
に
、

多
く
の
排
水
機
ヤ
山
内
水
機
が
使
わ
れ
ゐ

し
、
居
住
景
観

K
盛
土
の
宅
地
や
水
際
型
式
の

が
な
ヤ
く
な
っ
た
。

同
輪
中
の
人
々
は
一
般
に
、

水
害
の
要
同
L

」
[
て
の
同
日
一
翠
や
、
河
川
水
の
動
き

に
は
敏
感
で
あ
る
。
し
か
し
、

地
域
の
h
y
/

沼
糾
け
に
対
寸
ゐ
対
応
は
、

f
だ
主
だ

未
熟
と
し
か
い
え
左
い
。
こ
の
面
か
ら
村
の
生
活
改
善
を
な
向
づ
け
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
割
合
花
関
心
が
う
す
い
。

(

3

)

多
芸
(
た
ぎ
)
輪
中
の
得
成
と
地
域
性

多
芸
輪
中
は
、

さ
ま
ざ
ま
左
小
輪
中
を
一
苅
次
の
立
場
か
ら
総
合
し
た
輪
中
江

あ
り
、

そ
の
面
か
ら
全
国
畑
町
輪
中
の
縮
図
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

nTI 

こ
の
払
畑
中
は
顕
著
左
自
然
的
特
性
を
持
ち
、

そ
れ
が
住
民
生
活
に
深
〈
閣
係
し

て
い
る
。

つ
ぎ
に
多
芸
輪
中
の
構
成
を
多
面
的
に
性
格
づ
け
な
が
ら
、

そ
の
故

に
と
そ
、

村
の
歴
史

K
繰
り
込
ま
れ
た
水
に
対
応
す
る
生
活
の
知
恵
を
探
っ
て

み
よ
う
。

川
一
扇
端
型
輪
中
・
・
東

K
高
い
急
斜
面
を
見
せ
る
養
老
山
池
東
麓
沿
い
に
、

連
の
低
地
が
南
北
代
走
る
。
北
高
か
ら
南
一
央
に
緩
く
傾
い
た
サ
ン
ミ
阻
の
底
を

思
わ
ぜ
る
こ
の
地
形
は

東
一
民
間
低
の
濃
尾
平
野
の
基
盤
が

こ
の
一
地
に
最
大

の
沈
下
を
見
ぜ
た
と
と
に
よ
る
。
そ
こ
を
」
同
流
す
る
国
斐
川
に
、

西
濃
第
一
の

暴
れ
川
で
あ
る
牧
田
川
ゃ
、

大
垣
市
域
を
貫
く
抗
瀬
川
が
合
流
し
、

養
老
山
地

か
ら
流
れ
出
す
小
河
川
の
土
砂
ゃ
、

長
良
川
・
揖
斐
川
の
運
ぶ
大
量
の
土
砂
が

日
比

7
1
;
つ

f-

j

l
ノ

i

p

(
微
一
扇
状
地
)
を
造
っ
た
。
こ

J

川
寸
ー
か
左
伸
、
主
一
を
も
っ
堆
積
回

う
し
て
本
凶
H
e

ム
川
の
一
中
流
却
益
丘
一
扇
状
地
末
端
部
に
ζ

の
な
や
芸
輪
中
が
構
成
さ

才i

o 
山
緩
傾
斜
嶋
中
こ
の
牧
田
川
や
群
小
河
川
の
冶
一
る
堆
憤
面
が

次
第
に
木

川
町
三
川
の
大
一
角
洲
子
町
日
間
印
行
す
る
氾
滋
原
に

多
く
の
自
然
堤
防
を
ロ
繰
り

bt 
&f 
て1-

活
支
流
が
任

γ
一
後
背
沼
地
を
同
っ
丸
。

平
担
念
微
地
形
状

K
微
一
口
同
地

と
水
路
を
編
成
し
た
む

か
な
り
の
傾
斜
を
も
つ
こ
と
が
こ
の
輪
中
の
特
色
で

そ
れ
が

い
ま
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
小
川
材
中
を
い
仮
合
す
る
基
盤
を
造
り
あ
げ

る
こ
と
に
J

な
っ
た

L

明
内
諸
ゼ
口
以
下
輪
中
・
・
・
山
陵

K
位
し
な
が
ら
、

地
盤
一
両
が
海
抜
マ
イ
ナ
ス

五

0
セ

ン

チ

の

低

淫

地

全

体

の

ヨ

分

の

l
k
も
及
ん
で

い
る
。
大
正
期
に
干
局
さ
れ
た
下
池
(
し
ー
も
い
け
)
の
跡
(
約
二

O
O
ヘ
ク
タ

南
部
K
ふ
〈
み
、

~13-

ノレ
¥~ノ

で
あ
る
。
い
ま
四
つ
の
排
水
機

K
依
存
し
て
乾
同
化
さ
れ
て
い
る
。

乙

れ
が
岐
阜
県
最
初
の
干
拓
水
目
で
あ
る
。

川
慢
合
型
輸
中
・
:
本
稿
の
テ

1
7
で
あ
る
大
跡
集
落
を
乗
せ
る
自
然
堤
防
が
、

ρ
り

両
村
の
北
壁
を
閣
一
め
か
一
洲
、

南
方
飯
ノ
木
(
ば
ん
の
主
一
)

に
伸
び
て
、

さ
ら

rL

南
万
一

tJ
二
キ
ロ
の

Jmに
水
除
堤
弁
一
築
い
て
、
そ
の
小
輪
中
の
中
に
二
村
が
な

さ
ま
っ
し
だ
。
と
れ
が
飯
ノ
木
倫
中
で
、
い
わ
ゆ
る
上
部
川
輪
中
で
あ
っ
た
。
と
の

上
郷
の
中
小
を
受
け
て
湛
水
に
苦
し
ん
だ
の
が
下
郷
輪
中
で
あ
る
。

こ
う
し
た
耕

作
上
の
利
害
の
調
整
を
め
さ
し
て
、

相
隣
地
の
飯
ノ
木
・
下
笠
・
岩
道
・
有
尾
・

大
場
新
日
・
祭
ノ
皮
・
根
古
池
・
一
角
柳
の
一
小
輪
中
が
複
合
し
た
の
が
.
多
士
一
早
期

中
で
あ
る
。

明
地
下
水
辺
一
輪
中
・
・
・
萎
左
混
合
一
扇
状
地
の
末
端
に
は
、

地
下
水
の
湧
泉
(
ガ

マ
)
が
数
多
く
、

多
芸
輪
中
西
境
の
大
輪
中
堤

K
沿
う
由
民
耕
地
の
中
日
川
い
見
ら
れ



る
が
、

一
般

K
一
濁
端
部
で
は
、
地
下

よ
く
掘
抜
井
戸
に
利
用
さ
れ
る
が
、
多
芸
輪
中
で
は
、
そ

湧
水
の
冷
温
が
稲
作
を
制
限
し
て
い
る
。

水
の
水
位
が
一
角
く
、

れ
ら
が
生
活
用
水
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
古
く
は
、
下
郷
で
の
湛
水
を

0
0
 

恐
れ
て
、
株
井
戸
の
制
が
で
き
て
い
た
が
、
排
水
機
の
導
入
で
大
正
の
頃
か
ら
、

そ
の
制
隈
も
消
え
た
。
い
ま
で
は
、

掘
抜
井
戸
は
水
且
一
塁
の
調
節
が
至
便
で
、

必
要
な
所
代
必
要
念
特
に
濯
概
水
を
引
け
る
の
で
、

こ
と
に
大
跡
や
有
尾
地
区
に
そ
の
例
が
多
い
。

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

山
間
山
寄
り
型
輪
中
:
・
以
上
は
地
形
や
水
理
を
中
心
に
輪
中
を
見
た
が
、
気
候

の
面
か
ら
も
、
そ
の
地
域
性
を
「
山
寄
り
型
輪
中
」
と
し
て
つ
か
む
こ
と
が
で

き
ょ
う
。
夏
の
多
雨
性
と
雷
雨
性
が
と
と

K
g立
つ
か
ら
で
あ
る
。

「
小
倉
谷

は
雷
の
巣
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
気
象
通
報
に
「
山
寄
り
で
は
」
と
言
葉
が

乙
の
輪
中

K
も
多
様
左
関
連
が
で
て
く
る
。
=
一
大
河
が
掌
の

添
え
ら
れ
る
と
、

中

K
集
る
形
の
西
南
濃
で
は
、

ど
と
の
山
寄
り
に
降
る
雨
で
も
残
ら
ず
ζ

こ

K

集
ま
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
る
、
揖
斐
川
筋
が
一
番
低
い
の
で
、

そ
の
あ
な
り

も
必
ず
受
け
る
o

宝
暦
の
三
川
分
流
工
事
も
、

こ
の
輪
中
の
裾
の
部
分
で
行
わ

れ
た
。川

大
型
の
輪
中
・
:
木
曽
三
川
の
中
流
部

K
は
、
桑
原
・
大
垣
・
福
束
(
ふ
く

づ
か
)
・
高
須
・
多
芸
の
大
型
輪
中
が
集
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
岐
阜
県
の
米

ど
と
ろ
で
あ
り
¥

面
積
も
広
い
し
生
産
も
多
い
。
災
害
も
ま
た
大
き
い
。
多
芸

輪
中
は
伊
勢
湾
台
風
で
牧
田
川
の
堤
防
が
欠
壊
し

二
グ
月
も
水
没
し
た
。

海
は
、

わ
ず
か

K
自
然
堤
防
を
思
わ
せ
る
大
木
の
檎
を
、

砂
時
明
の
よ
う

K
水
面

w
h

残
し
た
だ
け
で
、
そ
の
巨
大
き
を
住
民
の
実
感
に
訴
え
た
。

白河

υ

多
芸
輪
中
規
約
に
よ
れ
ば
、

つ
ぎ
の
町
村
が
そ
の
区
域
と
さ
れ
て
い
る
。

(
注
意
ム
刊
一
部
の
小
字
を
除
外

O
H
堤
脚
外
を
除
外

記
号
左
し

H
全
村

を
含
む
)

養
老
部
・
:
高
田
(
ム
)
・
押
越
・
烏
江
・
沢
田
公
)
・
桜
井

(
6
・
上
方
公
)
・
五
日
市
・

竜
泉
寺

3
・
石
畑
会
)
・
口
グ
島
・
西
岩
道
・
岩
道
・
大
跡
・
鮫
ノ
木
・
小
倉
品
U
)

鷲
巣
(
千
三
郷
・
志
津
新
田
(
ふ
・
津
屋
(
千
志
津
(
O
)

・
根
古
地
(
子
根
古
地
新

回
(
子
大
巻
(
子
駒
野
新
田
(
O
)

・
釜
段
・
大
場
・
船
付
(
0
)

・
大
野
(
0
)

・
大
場
・

下
笠
・
上
之
郷
・

2

則前笠
2
)
・
橋
爪
念
)
・
乙
坂
企
)
・
多
岐
谷

海
津
郡
:
・
城
山
村
戸
田
・
一
局
須
町
福
岡

(

4

)

多
芸
輪
中

ー
も
う
一
つ
の
海

川
伊
勢
湾
を
大
震
ま
で
拡
げ
た
泥
の
海
・
:
明
治
二
九
年
の
広
域
に
わ
た
る
輪

中
水
害
で
は
、

大
垣
|
桑
名
問
が
一
大
泥
海
と
化
し
、

伊
勢
湾
が
に
わ
か

K
大

垣
ま
で
拡
っ
た
。
多
芸
輪
中
輪
頂
部
で
も
、
す
べ
て
の
民
家
が
そ
の
海
底

K
沈

ん
だ
。
大
跡
で
は
、
九
月

1
一
二
月
を
食
ぺ
つ
左
ぐ
米
俵
を
隣
村
飯
ノ
木
の
源

-14-

氏
橋
付
近
の
輪
中
本
堤
に
川
舟
で
移
し
た
が
、
せ
っ
か
く
の
米
俵
が
多
く
は
雨

漏
り
の
ま
ま
に
さ
ら
さ
れ
た
。
地
続
き
の
明
徳
集
落
の
神
社
境
内
が
緊
急
の
牛

の
避
難
場
所
と
在
っ
た
。
村
人
は
本
堤
に
小
屋
掛
け
し
て
水
の
引
〈
の
を
待
つ

た
0

回
収
災
し
た
村
に
は
、

つ
き
も
の
の
よ
う

K
赤
痢
が
拡
が
っ
た
。

団
伊
勢
湾
台
風
が
造
っ
た
も
う
一
つ
の
海
・
:
昭
和
三
四
年
七
月
一
五
日
揖
斐

川
・
牧
田
川
が
上
流
地
域
の
集
中
豪
雨
を
う
け
て
、
空
前
の
大
増
水
を
し
た
。

牧
田
川
を
合
流
部
か
ら
逆
流
し
た
揖
斐
川
の
水
が
、

水
位
を
異
常
に
高
め
、

てコ

泥

い
K
多
芸
輪
中
の
輪
中
堤
を
根
古
池

(
ね
と
じ
)
地
内
で
約
二

0
0メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
欠
壊
し
た
。
十
数
戸
の
民
家
を
流
失
し
、
村
人
の
生
活
を
強
く
ゆ

さ
ぶ
っ
た
。
ど
の
排
水
機
も
完
全

K
水
没
し
て
機
能
を
失
っ
た
。
牧
田
川
か
ら

養
老
山
麓
ま
で
を
数
時
間
で
、

一
つ
の
泥
海
と
化
し
た
。

大
跡
で
も

民
家
の
多
く
は
床
上

-
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
も
水
没
し
、
約
一



週
間
、

全
戸
が
高
問
中
学

K
集
団
避
難
し
た
。

ζ

の
時
も
牧
田
川
沿
い
の
村
々

K
赤
痢
が
拡
っ
た
。
直
ち
に
破
堤
個
所
の
復
旧
工
事
を
続
行
。
避
難
小
尾
の
並

ぶ
牧
田
川
沿
い
の
輪
中
本
堤
を
ダ
ン
プ
が
夜
を
日

κ
つ
い
で
走
っ
た
。
問
。
日

ほ
ど
で
八

O
%を
築
堤
し
た
九
月
二
七
日
、

再
び
ト
ム
流
地
域
に
集
中
豪
雨
が
見

舞
い
、

下
流
で
前
と
同
じ
所
を
破
っ
て
ま
た
湛
水
を
続
け
た
。
前
回
よ
り
湛
水

面
は
約
一
メ
ー
ト
ル
は
低
か
っ
た
が
、

長
期
の
水
没
で
稲
作
は
全
滅
し
た
。
目
成

も
低
い
悶
下
地
干
拓
地
で
は
、
湛
水
三
グ
月

K
及
ん
だ
。
ま
さ

K
六
三
年
自
の

惨
害
で
あ
っ
た
。

「
排
水
機
が
輪
中
水
害
の
後
を
絶
っ
た
。
」
と
い
わ
れ
も
叫
が

ら

や
は
り
人
間
力
で
は
自
然
の
大
災
害
を
根
ζ

そ
ぎ
振
り
払
う
と
と
は
決
し

て
で
き
な
い
こ
と
を
自
然
が
教
え
た
。
川
の
増
水
時
が
天
気
の
回
復
よ
り
遅
れ

た
の
で
、
快
晴
の
昼
間
を
村
中
が
リ
ヤ
カ
ー
で
、

し
た
。
そ
の
後
、
脅
え
切
っ
た
住
民
は
、

前
と
同
じ
一
角
田
中
学

K
避
難

一
一
一
日
も
雨
が
続
〈
と
、
も
う
「
水
が

(
輪
中
で
水
害
の
避
難
体
制
を
と
る
と
と
を
い
う
)
を
す
る
。
以
来

数
年

K
一
度
は
そ
の
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
都
度
中
二
階
は
す
べ
て
の
家
財
道

た
つ
け
」

具
の
避
難
倉
庫
と
な
る
し
、

重
く
て
大
切
左
も
の
は
高
屋
敷

K
一
時
預
け
を
し

た
。
伊
勢
湾
台
風
で
は
、
高
屋
敷
の
家
は
仏
壇
の
集
積
所

K
な
っ
た
が
、
今
で

は
ほ
と
ん
ど
の
家
に
仏
壇
を
中
二
階
に
引
き
上
げ
る
装
置
が
普
及
し
た
の
で
、

代
っ
て
、
農
業
機
械
と
自
動
車
が
所
狭
し
と
高
屋
敷
を
占
領
す
る
。
水
屋
も
少

く
、
公
式
な
助
命
壇
は
左
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

自
然
堤
防
上
に
高
墨
敷
が
多
か

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

叩
災
を
か
わ
す
も
う
一
つ
の
海
・
:
一
扇
状
地
か
ら
三
角
洲

K
移
る
河
床
勾
配
の

屈
折
部
を
占
め
る
多
芸
輪
中
は
、
恐
ら
く
水
害
の
宿
命
を
脱
し
切
る
訳

K
は
い
，

く
ま
い
。
そ
の
宿
命
が
、

喉
元
を
過
ぎ
て
も
暑
さ
を
忘
れ
な
い
心
の
ゆ
と
り
を
、

す
べ
て
の
住
民
に
つ
ね
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
流
域
が
広
〈
上
流
部

K
全
国
有

数
の
集
中
豪
雨
地
域
を
も
っ
木
曽
三
川
。
荒
れ
川
の
相
貌
を
ま
ざ
ま
ざ
と
さ
ら

ζ

れ
ら
が
荒
れ
狂
う
と
、
海
か
ら
遠
い
多
芸
輪
中
も
、
た
ち
ま
ち

泥
海

K
化
す
る
。
命
の
綱
の
排
水
機
は
止
ま
る
。
飲
み
水
も
電
流
も
と
だ
え
る
。

す
牧
田
川
。

電
話
は
止
ま
り
自
動
車
も
使
え
左
い
。
人
命
の
避
難
さ
え
危
く
な
る
。

ζ

の
宿
命
を
は
ら
む
「
一
つ
の
海
」
も

日
頃
は
水

K
恵
ま
れ
た
岐
阜
県
の

米
ど
こ
ろ

日
本
の
中
央
部
を
し
め
る
中
部
圏
の
か
左
め
ど
ζ

ろ
で
あ
る
。
春

な
ら
ば
若
草
の
海
、

秋
左
れ
ば
稲
穂
の
海
、

冬
走
れ
ば

夏
な
れ
ば
稲
田
の
海
、

沃
土
の
海
、

こ
れ
ら
も
う
一
つ
の
海

K
浮
か
ぶ

さ
ま
ざ
ま
左
望
み
を
も
っ
て
、

六
五

O
O世
帯
。
そ
の
人
生
の
船
旅

K
平
安
と
生
き
甲
斐
を
支
え
る
も
の
は
、

「
水
の
こ
と
は
水

K
開
〈
、

調
和
の
姿
勢
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
静
か
在
る
も

う
一
つ
の
海
多
芸
輪
中

K
は、

村
と
村
が
結
び
つ
き
、
水
と
人
が
輪
中
と
し
て

の
平
衡
と
調
和
を
造
り
上
げ
、

-15ー

先
人
か
ら
の
知
恵
も
引
き
つ
が
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
万
物
を
没
し
た
泥
海
の
中
で
も
、

ス
ム
ー
ズ

K
助
け
合
え
る
。

う

‘
な
が
り
を
破
る
の
も
水
左
ら
、
築
き
上
げ
る
の
も
ま
た
水
で
あ
る
。
水
こ
そ
は

輪
中
の
宝
で
あ
る
。

ま
さ
に
世
界

K
開
く
海
の
時
代
。
輪
中
の
海
の
静
か
念
る

舞
台
に
も
、
災
を
転
じ
て
利
水

K
花
開
く
文
明
の
光
に
、

住
民
二
万
五
千
の
希

望
を
托
し
た
い
。

二
、
輪
頂
部
大
跡
の
農
業
五

O
年
史

こ
の
よ
う
左
「
も
う
一
つ
の
海
」
多
芸
輪
中

k
b
い
て
も
、
水
と
人
と
の
戦

レ、
は

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
陀
及
ぶ
が
、

つ
ね
に

水
と
米
っ
く
り
の
関
係
は

そ
の
中
心
的
な
課
題
と
在
っ
た
。
平
均
状
態
を
語
り
や
す
い
大
跡
に
つ
い
て
見

ト
」
車
内
ノ
。

(

1

)

 

明
治
期



明
治
初
期
に
は
、

ζ

の
一
輪
中
も
、

ほ
と
ん
ど
が
湿
田
で
あ

そ
の
輪
頂
部
も
、

細
い
畦
が
出
り
す
〈
ね
っ
た
。
多
く
の
農
作

品
山

内
H
U

業
が
川
川
舟
を
足
と
し
た
。
明
治
後
期
に
は
多
芸
品
畑
中
氏
排
水
州
械
が
導
入
さ
れ
て
、

り
、
魚
鱗
状
の
小
き
な
回
が
並
び
、

二
毛
作
が
目
立
ち
始
め
た
。

(
2
)
 
大
正
期

大
正
期
代
は
、

(
か
み
た
)
に
は
水
同
一
塁
作
に
麦
類

馬
鈴
げ
宮
古

菜
種

上
回

左
ど
が
作
ら
れ
た
が
、

土
〈
れ
を
一
向
く
積
み
上
げ
た
「
く
ね
た
い
が
多
〈
、

中
啓
爾
の
い
う
櫛
歯
弐
耕
作
が
支
配
的
と
な
っ
た
が
、

デ
ル
タ
輪
中
に
見

る
ほ
ど
の
高
い
も
の
で
は
な
く
、
う
ね
が
も
っ
と
広
く
、
一
口
珂
き
は
や
や
低
〈
呂

で
あ
っ
た
。

水
と
の
戦
い
に
疲
れ
切
っ
た
こ
れ
ら
食
村
か
ら
、

糸
姫
や
、

女
中
が
送
り
出

さ
れ
た
。
換
金
農
業
へ
の
模
索
が
拡
が
り

ク
ワ
と
コ
ウ
リ
ヤ
ナ
ギ
と
種
取
り

ク
ワ
に
も
頼
っ
て

養
蚕
が
行
わ
れ
た
o

下
回

(
し
も
た
)

堤
外
地
の
一

の
裏
作

K
排
水
機

レ
ン
ゲ
が
相
次
い
で
導
入
ぎ
れ
た
。
畑
が
麦
か
ら
ク
ワ
に
交
わ
り
、

の
威
力
が
出
て

「
半
作
」
左
ど
と
い
う
減
収
は
ほ
と
ん
ど
な
く
左
っ
た
。
地

主
・
自
作
a

小
作
の
階
層
化
が
進
ん
だ
。

(

3

)

戦
前
と
戦
後

昭
和
中
期
に
は
、

戦
前
・
戦
後
の
対
比
が
顕
著
に
現
わ
れ
、

米
の
統
制
が
定

着
し
た
。
土
地
改
良
・
品
種
研
究
・
肥
料
改
善
・
真
実
普
及
・
農
業
機
械
化
・

施
設
農
業
の
導
入
左
ど
で
、

農
業
景
観
を
一
変
し
た
。
農
地
改
革
に
よ
る
農
民

の
勤
労
意
欲
が
、

増
産
と
省
力

K
画
期
的
左
成
果
を
あ
げ
た
。

つ
い

K
一
九
七

O
年
に
は
、
米
作
の
減
反
に
よ
る
生
産
調
整
が
始
っ
た
。

ζ

の
経
過
は
、

全
司
一
般
の
大
き
左
歩
み
で
は
あ
っ
た
が
、

経
済
的
に
こ
れ

を
進
め
え
た
の
は
、

輪
中
地
形
の
ほ
子
性
に
負
う
ー
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
事

実

と
の
村
で
は
、

戦
争
・
供
出
・
農
地
改
革
・
伊
勢
崎
一
円
台
風
に
よ
る
水
没
・

産
業
道
路
の
建
設
・
減
反
政
策
が
進
歩
の
大
き
を
節
目
と
左
り
、

輪
中
特
有
の

「
水
と
の
対
応
」
が

そ
の
厳
し
い
制
約
ー
と
な
っ
た
c

こ
う
し
た
農
村
の
動
向
や
未
来
を
展
望
す
る
場
合
、

輪
中
で
は
最
も
遅
れ
て
、

水
の
風
土
代
成
立
し
左
円
か
ら
、

最
も
平
く
消
滅
の
運
命
を
た
ど
っ
た
新
田
集
落

の
短
命
に
目
を
注
ぐ
と
と
が
、

有
効
在
、
必
然
的
思
考
で
あ
ろ
う
。
多
芸
輪
中
に

白

む
け
る
大
跡
新
田
が
そ
の
好
例
で
あ
る
が

こ
の
新
田
が
い
か
に
成
立
し

レ、

か

K
消
滅
し
た
か
を

詳
し
〈
当
時
の
記
録
忙
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
は

な
そ

ら
ぐ
困
難
で
あ
ろ
う
c

歴
史
地
理
学
的
手
法
で
、

当
時
を
復
元
す
る
よ
り
ほ
か

方
法
が
念
い
が
、

そ
の
探
究
は
今
包
に
も
生
き
る
輪
わ
り
知
恵
を
、

数
多
〈
据

り
起
す
に
違
い
左
い
c

一
二
、
多
芸
輪
中
輪
頂
部
に
お
け
る
大
跡
新
田
の
開
発
と
消
滅

一16-

(
1
)

あ
ら
ま
し
の
経
緯

こ
の
よ
う
左
養
老
山
地
東
麓
に
、

緩
〈
展
開
す
る
牧
田
川
扇
状
地
の
末
端
部

(
多
一
士
宮
輪
中
輪
頂
部
)

K
、
大
跡
集
落
が
い
つ
ご
ろ
ど
う
し
て
開
発
さ
れ
た
か

人
口
増
加

K
つ
れ
て
開
発
が
北
か
ら
南
に
拡
が
る
大

勢
の
中
で
、
牧
田
川
筋
の
自
然
堤
防
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
大
跡
の
地
名
が
占
い
文
書
に
現
れ
る
の
は
、
ア
γ(

正
位

l

問
〈
一
五
七
一
二

i

は
明
ら
か
で
は
A

な
い
が
、

一
五
九
一
)

の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
c

こ
の
大
跡
集
落
の
南
方
約
二
キ
ロ
に
あ
た
る
水
除
堤
外
の
遊
水
地
域

K
、

大

跡
新
田

(
新
旧
集
落
)
が
成
立
し
た
の
は
、

西
紀
一
七

O
O年
前
後
で
あ
る
こ

と
が
、

当
時
大
跡
村
庄
原
か
ら
小
倉
村
(
養
老
扇
状
地
末
端
部
に
あ
る
)

の
開

手
一
人
に
あ
て
た

1

開
発
以
手
一
支
え
な
く
、

決

L
て
異
議
を
と
念
え
左
い
」
と
す



一
札
之
事

J

(
貞
信
)

一
今
度
小
笠
原
土
佑
守
禄
仰
所
存
ユ
付
、
其
方
え
一
御
引
得
之
問
川
高
、

本
田
之
高
之
内
起
返
り
ニ
罷
成
巾
段
、
御
ハ
バ
儀
療
へ
在
日
上
中
候
、
然
一

共
先
年
新
田
開
発
以
来
、
本

m
よ
り
少
も
か
空
ひ
鉱
山
御

JN
上
は
、
日
今
一

以
後
如
何
様
之
儀
御
賂
候
共
、
少
も
か
ま
ひ
無
仰
い
内
候
、
於
汲
々
年
/
州

代
{
日
替
り
其
外
的
給
人
保
方
へ
相
替
り
申
候
並
八
、
子
々
孫
々
二
五
迄
人
一

用
懸
ケ
申
儀
ハ
不
及
中
二
、
其
外
何
ニ
て
も
少
も
本
田
よ
り
か
ま
い
処
一
一

御
座
候
、
縦
御
公
儀
様
よ

hJ
被
仰
付
候
儀
共
一
一
本
日
へ
山
中
来
打
候
共
、

本
田
よ
り
ハ
か
空
い
無
之
段
御
断
中
上
、
其
方
さ
ば
き
一
一
龍
時
候
様
巧
一

仕
候
、
為
後
日
向
如
件

大
跡
新
田
開
発
一
証
文

一
疋
様
四
年

大
跡
付
庄
毘

尽

右

衛

門

l寸
断

「

未
小八

権合月

村
['tJ 

f:s 
殿

-

f

J

j

 

一

何

千

七

'

件

目

ト

f王

f量1
{駿

七

。
小
倉
市
古
田
嘉
一
一
一
氏
所
蔵
ヘ
『
養

主
的
史
氏
料
編
』
卜
会
]
児
よ
一
七
)

る
右
ぜコ
開
発
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こ
の
大
跡
新
出
の
開
発
が
、
大
跡
本
村
よ
り
少
な
く
と
も
一

O
O年
も
遅
れ

な
そ
ら
〈
新
田
地
域
の
地
盤
一
口
同
が
一
二

0
1
五

0
セ
ン
チ
は
低
〈
、
鷲

た
の
は
、

巣
川
左
ど
の
遊
水
地
域
に
あ
た
り
一
、

?
+
J

一、

よ
小
寸

1

水
位
の
不
安
定
き
と
低
湿
さ
か
ら
、

代
わ
た
る
水
窓
口
を
乗
り
切
れ
J

な
い
と
寸
る
見
通
し
げ
ト
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
往
年
小
会
村
の
仕
民
を
、
文
字
ど
な
り
ふ
叩
が
け
の
開
発
に

ふ
み
切
ら
せ
た
の
は

お
そ
ら
く
、

畑
作
代
頑
る
ほ
か
な
い
一
靖
状
地
付
の
米
へ

の
魅
し
川

J

で
ト
リ
り
り

uv〓f
-
J
J
一
工
い
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し
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い
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そ
れ
を
決
定
的

F

一
/
と
コ
〉
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、
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L

十
一
ノ

も
経
過
し
た
現
作
も
、

小
倉
や
鷲
巣

を
じ
一
ワ
一
分
半
人
出
つ
J
1

ペ
、
二

/

〆

L
U
r
-
L
t
f
+
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び
ふ
十
ノ

J

J

C

へ
の
出
作

大
跡
中
わ
き

(
大
跡
地
内

κあ
る
田
)

が
写
い
こ
と
か
ら
見
て
も

そ
れ
が

4

血
友
金
一
ほ
き
き
れ
よ
う
c

ユ

か， 
¥ 

も

な
や
主
ζ

も
の
管
生
寸
る
侭
市
中
一
左
遊
水
地
を
わ
ず
か

K
十
軒

以
内
の
小
集
落
で
閣
発
し
て
か
ん
約
二

， 
TイJ

き
ま
ざ
ま
の
水
の
苦
難
し
乙

戦
っ
た

O

ル
吐
き
み
使
命
の
貴
さ
を
昂
る
も
の
と
し
て
、
興
亡
の
一
村
中
~
K
そ
の
名

を
と
ど
め
た
大
跡
新
旧
も
つ
い
に
明
治
中
期
に
在
っ
て
消
滅
の
運
命
を
た
ど
っ

た
υ

聴
き
取
り

K
よ

れ

ば

守
、
♂
一
屯
在
る
水
没

と
と
に
あ
る
夏
の
深
い
湛
水
に

r.1".r 

し

養
必
]
扇
状
地
に
あ
る
近
村
小
倉
の
一
地
主
民
よ
る

の
救
済
を
乏
け

挙
っ
て
小
倉
付
の
一
角
に
肘
を
移
し
た
。
村
人
は
「
新
出
組
が
山

K
笠
っ
た
」

1
f一
間
き
伝
え
を
表
現
す
る
。

一17ー

水
丈
水
乃

J

冷
浬
て
よ
っ
て
瓦
き
と
古
川
れ

f
l
7
L
j
j
l

守

1
l
y
b
l

低
き
に
溜
っ
た
。
農
民
は
毎
年
の

よ
う
に
冠
水

K
泣
き
湛
水
に
透
っ
た
。

そ
し
て
集
宰
は
消
滅
し
た
。

だ
が
、
土
日

か
ら
大
跡
新
聞
を
諮
っ
た
水
神
「
神
明
宮
i

一
は
、
ム
ー
も
そ
の
ま
ま
新
団
組
の
人

人
い
い
出
会
ら
れ
て
い
る
し
、

も
と
の
集
落
の
跡
地
は
、
耕
地
整
理
し
て
立
派
左
水

国
と
な
り
、
新
旧
組
の
人
々
に
も
'
口
作
さ
れ
て
い
る
。
大
跡
新
田
の
村
名
は
治

〕
て
ハ
J

1
7
2万

「
新
日

分

が
で
宅

〈

L
〈
も
一
扇
状
地
の
乏
水
性
集
落
小
倉

K

家
も
増
え
て
繁
栄
の
あ
か
し
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
ご
コ
一
亡
、

D

2
1
f
y
b
v
A
/
 

世
の
栄
枯
盛
衰
と

変
ら
ぬ
人
と
水
の
関
係
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

永
幸
;、
3

し
ば
し
ば
水
浸
し

K
会
う
大
跡
新
旧
の
怯
湿
地
の
生
活
で
は
、

そ
れ
が
人
命
に

近
村
と
の
出
入
り
に

qμ 
ペ1
叫

ま
で
発
展
し
た
と
と
も
毛
る
。
そ
れ
を
内
済
に
と
ぎ
つ
け
た
記
録
を
見
て
も
、

か
か
わ
る
と
し
て

堤
防

k
k
小
屋
が
け
を
敢
行
し
て

い
ま
さ
ら
の
如
ぐ
遊
水
池
次
の
水
の
冷
厳
き
を
思
わ
せ
る
。

あ
と
二
口

ま
た
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長
九
百
間
程

{
幅
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ハ
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百
姓
役
仕
来
リ
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侯

長
千
問
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所
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悪
水
落
小
江
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{
幅
弐
尺
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五
尺
迄

弐
間
半

壱
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所
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幅
五
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掛
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犠
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百
姓
役
ニ
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来
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申
侯
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作四
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文
化
十
二
年
亥
四
月

多
芸
郡
大
跡
新
田

庄
屋友

右

衛

門

@

百

姓

代

源

次

!!s 
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笠
松御

ィ支

所(
岐
阜
市
大
宮
町

岐
阜
県
立
国
書
館
所
蔵
)

年
ほ
ど
で
多
芸
輪
中

K
動
力
排
水
機
が
実
用
化
さ
れ
て
、
農
耕
に
新
し
い
菌
を

開
い
た
事
実
と
患
い
合
わ
せ
る
と
、
人
間
の
知
恵
や
時
の
作
用

入
)
の
大
き
さ

K
驚
か
ず
に
は
な
れ
左
い
。

(
機
械
力
の
導

-18ー

あ
え
て
い
え
ば
、
本
村
大
跡
も
多
芸
輪
中
に
排
水
機
の
導
入
が
も
う
ご

O
年

も
遅
れ
て
い
た
ら
、
後
継
者
を
得
ら
れ
ず
衰
亡
へ
の
道
を
ひ
た
走
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

だ
7う2

と
の
優
れ
た
機
械
力
も
、

昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
水
没

一
台
の
例
外
も
な
く
機
能
を
失
っ
た
。
水
に
生
き
る
最
後
の
力
は
、

と
風
土
に
適
応
す
る
生
活
の
知
恵
で
は
左
か
ろ
う
か
。

時
代

で(

2

)

大
跡
新
田
の
命
を
縮
め
た
も
の

大
跡
新
田
の
短
命
は
、

遊
水
地
帯
に
な
け
る
水
の
不
定
住
で
あ
り
、
村
人
が

自
然
の
低
湿

K
抵
抗
す
る
手
段
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
は
い
う
ま
で
も
在
い

3う:

そ
の
背
景
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
左
も
の
で
は
左
か
ろ
う
。
さ
ら
に
い
く
つ
か

の
視
点
を
追
加
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
試
み
に
苓
干
の
究
明
事
項
を
提
起
し
て
み



γ
品
内
ノ
。

川
漸
移
地
帯
・
:
あ
た
り
は
養
老
扇
状
地
の
末
端
部
で
あ
り
、
多
芸
輪
中
の
輪

頂
部

K
位
す
る
と
い
う
二
重
の
地
形
関
係
か
ら
、
山
家
(
や
ま
が
)
と
水
場
宗

ず
ば
)
の
漸
移
地
帯
の
性
格
が
色
濃
い
。
そ
と
に
、

い
わ
ば
二
足
の
わ
ら
じ
を

は
く
式
の
出
作
関
係
を
主
因
と
す
る
開
発
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
疑
問
が
浅

る
の
で
あ
る
c

間
集
落
規
模
・
:
大
跡
新
聞
の
集
落
規
模
は
、

引
川
切

る
が
、
九
軒

i
五
軒
と
す
る
記
録
が
多
川
。

時
代

K
よ
り
多
少
の
変
遷
は
あ

「
風
に
ゆ
ら
れ
た
と
も
し
び
し
の

感
が
胸
に
迫
る
o

や
は
り
村
落
は
一
定
の
規
模
を
持
ち
、

生
産
手
段
が
継
続
さ

れ
ね
ば
維
持
で
き
左
い
。
い
ま
の
過
疎
の
村
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

ω交
通
位
置
・
:
交
通
を
主
と
し
て
川
舟

K
頼
り
切
る
姿
勢

K
も
問
題
が
あ
っ

た
。
村
落
の
生
長

K
は
多
様
念
交
通
手
段
の
バ
ラ
ン
ス
が
望
ま
れ
る
が
、

こ
の

場
合
、
道
路
交
通
の
弱
き
が
指
摘
で
き
る
。
同
じ
遊
水
地
域
東
部

K
自
然
堤
防

上
の
構
(
か
ま
え
)

の
堤
外
地
を
占
め
た
八
剣
(
や
つ
る
ぎ
)
小
字
が
、

士也
盤

一
品
に
大
差
が
左
い
の
に
、

今

K
存
続
し
得
た
の
は
、
古
く
か
ら
輪
中
地
域
の
主

要
道
(
関
ケ
原
|
今
尾
)
沿
い
に
立
地
し
、
農
業
外
の
就
業
機
会
を
持
ち
得
た

強
み
が
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の
対
比
か
ら
も
、
大
跡
新
田
消
滅
の
経
緯
を
推
定

し
得
ょ
う
。

叫
外
部
的
地
理
関
係

つ
ま
り
、
集
落
を
支
え
る
力
は
、
外
部
的
地
理
関
係
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
ζ

と
は
、

古
今
の
通
則
で
あ
ろ
う
o
第
一
、
砥
立
す
る
と
ζ

ろ
に
は
生
命
の
な
び
え

が
あ
る
o
第
二
、
交
通
手
段
さ
え
良
け
れ
ば
距
離
を
遠
し
と
せ
ず
情
報
も
集
ま
る

し
、
品
物
も
広
〈
動
か
せ
る
o
第
三
、
時
代
の
流
れ
も
、

そ
れ
左
り
の
交
通
ル

l

卜
に
よ
っ
て
、

強
〈
求
め
る
と
こ
ろ
に
集
ま
る
o

大
跡
新
田
の
場
合
も
外
部
か

ら
の
故
済
が
十
八
き
念
力
と
在
っ
た
。

い
ま
の
多
芸
輪
中
輪
頭
部
の
村
人
た
ち
が
、

広
域
的
左
輪
中
地
域
を
引
継
い

で、

人
と
調
和
し
、

近
郊
性
を
生
か
す
繁
栄
や
福
祉
を
実

よ
く
水
と
調
和
し

現
し
、
そ
れ
を
水
浸
し

K
な
っ
て
生
き
た
古
人

K
、
感
激
を
こ
め
て
語
り
得
る

日
が
く
る
の
か

ζ

左
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ょ
が
そ
ら
〈
近
代
性
と
近
郊
性
へ
の

着
世
代
な
転
身
が
、

そ
の
成
否
を
決
す
る
で
あ
ろ
う
。

四
、
輪
中
農
村
の
未
来
展
望

般
K 

水
と
人
の
結
び
つ
き
が

時
代
と

輪
中
農
業
の
歩
み
を
み
て
も

共

K
ま
す
ま
す
重
要
さ
を
加
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

も
と
も
と
輪
中
と
い
う
の
は
、

低
湿
地
域
の
居
住
関
係
で
、
住
民
が
自
然
の

水
と
よ
〈
調
和
し
左
が
ら

-19ー

水
を
活
か
す
仕
組
み

K
ほ
か
左
ら
左
い
。

(

l

)

農
業
上
の
対
芯

従
っ
て

と
れ
か
ら
も
つ
ね
に
耕
地
を
整
備
し
て
、
地
盤
を
正
し
い
水
平
面

濯
概
排
水
を
完
全

K
制
御
で
き
る
体
制
を
と
る
ζ

と
な
し
で
は
、

に
保
ち
、

-ti" 

つ
オ
く
の
大
型
機
械
も
、
そ
の
能
率
を
低
め
る
ば
か
り
で
あ
る
。
と
〈
に
傾
斜

輪
中
の
輪
頂
部

K
な
い
て
、

ζ

の
関
係
が
物
を
い
う
。

ま
た
、
地
面
の
一
部
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
水
か
ら
露
出
す
る
よ
う
な
水
田
で

は
、
現
代
農
業
の
切
り
札
で
あ
る
農
薬
も
、
そ
の
効
果
を
十
分

K
現
わ
す
と
と

が
で
き
左
い
。
例
え
ば
、
杭
空
機
で
広
域
に
わ
た
る
除
草
用
農
薬
を
撤
布
し
て

も
、
薬
剤
の
効
果
は
水
が
一
定
の
深
ぎ
を
保
た
左
い
と
現
れ
左
い
。
も
ち
ろ
ん
、

濯
概
水
が
流
出
す
る
条
件
の
左
か
で
は
、
決
し
て
水
草
は
枯
死
し
左
い
。

だ
か
ら
、
多
芸
輪
中
の
よ
う
念
傾
斜
型
輪
中
で
は
、
畦
畔
の
一
局
き
を
数
本
ご

と
に
漸
減
し
、
次
第

K
下
流
の
デ
ル
タ
部
の
低
平
型
輪
中

K
移
行
さ
せ
る
配
慮



広
域
計
画
的
左
基
盤
整
備
が
望
ま
れ
よ
う
。

イ
ネ
の
耐
寒
性
口
叩
穫
の
創
出
が
、
北
海
道
の
米
作
地
域
を
北
進
き
ぜ

た
よ
う
に
、
輪
中
地
域
に
な
い
て
も
、
一
日
で
も
長
〈
志
水
に
耐
え
ら
れ
る
耐

水
性
品
種
の
創
成
が
、
ど
れ
ほ
ど
望
ま
れ
る
と
と
か
。

い
ま
、
岐
阜
県
の
自
主
流
通
米
と
左
っ
て
い
る
ハ
ツ
シ
モ
が
、
栽
培
に
な
げ

る
耐
水
性
と
主
食
と
し
て
の
つ
つ
ま
さ
一
が
認
め
ら
れ
て
、
若
干
の
問
題
を
含

み
左
が
ら
も
、
長
〈
こ
の
一
地
に
定
着
し
た
感
が
あ
る
の
も
、
そ
の
一
種
の
初
象

が
必
要
と
念
り
、

ま
た
、

と
見
て
よ
か
ろ
う
c

(
2
)

近
郊
仕
へ
の
一
対
応

ゴ
ッ
ト
マ
ン
が
い
う
よ
う
に

メ
ガ
ロ
ロ
ホ
リ
ス
の
生
長
が
、
世
界
史
的
な
必

農
業
一
人
道
の
地
域
思
考
で
は
、
輪
中
は
文
明
げ
い
置
き

去
り
に
さ
れ
る
ほ
か
左
か
ろ
う
。
第
二
次
・
第
三
次
産
業
と
の
共
存
姿
勢
の
上

に
こ
そ
、
人
間
の
咲
か
せ
る
美
し
い
水
辺
の
花
が
よ
〈
呑
る
で
あ
ろ
う
。

一
般
の
都
市
地
域
で
は
、
居
住
地
域
の
少
し
で
も
広
い
と
と
を
望
む
が
、
輪

中
地
域
で
は
、

1

セ
ン
チ
で
も
一
角
い
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ぃ

主
主
で
は
、
輪
中
の
村
は
防
水
の
便
利
を
求
め
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
近
郊
性
土

地
利
用
で
は
、
防
湿
!
と
の
配
慮
を
大
き
ぐ
加
え
る
ζ

と
に
在
ろ
う
o

橋
と
道
の
近
代
化
が
輪
中
の
堤
防
を
上
り
下
る
自
動
車
路
を
、
ど
う
地
域
に

適
応
さ
せ
る
か
花
も
、
も
う
一
つ
の
課
題
が
あ
ろ
う
。

仙
川
山
の
勢
と
寸
る
左
ら
は
、
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